
 

 

平成２９年度 

英語特別プログラム入試 
（平成２９年１０月入学） 



１．英語特別プログラムの概要 

  

英語特別プログラムは、農学系分野における研究者のリーダーを育成すべく、広く諸外国より優秀な留

学生を受入れ、英語だけを用いて教育を実施する。本プログラムでは、通常のカリキュラムと同等以上

の質の英語による講義を全専攻において行い、留学生は日本語を使うことなく修了に必要な単位を取得

することができる。 

なお、本プログラムにおいては、岐阜大学外国人留学生規程により入学試験の検定料、入学料及び３

年分の授業料を免除する。 
 

 

２．募集人員 

専 攻 募 集 人 員  
生 物 生 産 科 学 若干名 
生 物 環 境 科 学 若干名 
生 物 資 源 科 学 若干名 

＊英語特別プログラム入試は、推薦入試と併願可能である。 
 
 

３．入学時期 

 本選抜試験の対象とする入学時期は、平成 29 年 10 月である。 
 
 
４．出願資格 

次の１～２を満たすこと。 

１．次の（１）～（３）のいずれかの者 

（１）岐阜大学大学院応用生物科学研究科英語による特別教育プログラムを修了した者及び平成

29 年 9月末日までに修了見込みの者 

（２）静岡大学大学院総合科学技術研究科外国人留学生英語コースを修了した者及び平成 29 年 9

月末日までに修了見込みの者 

（３）外国の大学院で修士の学位を授与された者及び平成 29 年 9月末日までに授与される見込み

の者 

  ２．次の各号のすべてを満たすこと。 

（１） 外国人留学生として、新たに海外から留学する者又は在日中の者で入学後３年以内に学位

取得ができうる優秀な者 

（２）外国の大学、外国官公庁、外国の企業又は団体の所属長から推薦された者 

（３）英語能力試験において次のいずれかを満たしていること。 

      ①TOEFL PBT：520 点以上 

②TOEIC：600 点以上 

③IELTS：5 点以上 
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５．出願手続 

提出書類 

 
 
 

(1) 入学願書 
（別紙様式第 1 号-4）  1 通 

(2) 履歴書 
（別紙様式第 2 号） 本研究科所定の用紙に必要事項を記入後、提出すること。 1 通 

(3) 学業成績証明書 
（原本に限る） 出身大学及び大学院の成績証明書 正各1 通 

(4) 英語能力を証明する公

式認定証の写し TOEFL PBT 又は TOEIC 又は IELTS の公式認定証の写し 1 通 

(5) 写真 
出願前３ヶ月以内に撮影したものを入学願書及び写真票の所

定の箇所に貼付すること。 
（上半身、脱帽、正面、縦 4cm 横 3cm のもの） 

2 葉 

(6) 修士課程修了（見込）

証明書  又は最終学校

の卒業証明書 
 1 通 

(7) 修士論文等 
（別紙様式第 4 号：表紙

用） 

ア．修士課程修了者 
a 修士論文の写し（論文がない場合はこれに代わるもの） 1 通 

b 修士論文概要 
A4 サイズの用紙を使用して、和文の場合は、2,000字程度、

英文の場合は、1,200語程度で記入し、本研究科の所定の用紙

（別紙様式第4 号）を表紙として付け提出すること。 

5 通 
（正1 通・ 
副（コピー可） 
4 通） 

イ．修士課程修了見込みの者 
a 研究経過報告書（図表を含み、和文の場合は 10,000 字程度、

英文の場合は 6,000 語程度） 
1 通 

b 研究経過概要 
A4 サイズの用紙を使用して、和文の場合は、2,000字程度、

英文の場合は、1,200語程度で記入し、本研究科の所定の用紙

（別紙様式第4 号）を表紙として付け提出すること。 

5 通 
（正1 通・ 
副（コピー可） 
4 通） 

(8) 研究計画書 
（別紙様式第 5 号：表紙

用） 

どのような分野で、どのような内容のことを研究しようとし

ているのかが分かるもの（A4 サイズの用紙を使用して、和

文の場合は2,000字程度、英文の場合は、1,200語程度で記入

し、本研究科の所定の用紙（別紙様式第5 号）を表紙として

付け提出すること。） 

5 通 
（正1 通・ 
副（コピー可） 
4 通） 

(9) 推薦書 
（別紙様式第 6 号） 

出身大学院における指導教員又は官公庁、企業等の直接の指

導者が作成したものを提出すること。 1 通 

(10) 受験承諾書 
（別紙様式第 7 号） 

官公庁、企業等に在職している者は、所属長又は代表者の受

験承諾書を提出すること。 1 通 

(11) 住民票又はパスポー

トの写し 

市区町村の発行する在留資格が記載された住民票又は「短期

滞在」査証の写しを提出すること。 
住民票や「短期滞在」査証の写しがない場合は、本国の戸籍

謄本又は市民籍等の証明書を提出すること。 
1 通 

(12) 入学志願者の指導教

員予定者 
（別紙様式第11 号） 

出願手続き前に、あらかじめ希望する指導教員予定者に提出

し、指導教員予定者が記入・押印したものを提出すること。 1 通 
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６．出願期間 

平成 28 年 12 月 12 日（月）～ 12 月 22 日（木）まで（必着）。 
出願書類は、 持参又は郵送とし、 持参の場合の受付は、 土、日曜日及び祝日を除く午前 9 時から

午後 4 時までとする。 
郵送の場合は、 「書留・速達」（表に「入学願書在中」 と朱書きすること。）とする。 
 
 

７．選抜の方法 

 口頭試問による学業検査の成績、学業成績証明書及びその他必要と認める資料の総合判定により行う。 
修士論文又は修士論文相当の論文の内容及び研究計画書を中心とした口頭試問を行う。｛内容説明 

３０分程度（液晶プロジェクター及びノートパソコン（Windows）使用可）、質疑応答３０分程度｝ 
 
８．試験の日時及び場所 

平成 29 年 2月 9 日（木） 
試験科目 時間 場所 

口頭試問 9：00 ～ 
岐阜大学大学院 
連合農学研究科 

 

 

９．合格発表 

平成 29 年 2 月 22 日（水）正午 
＊岐阜大学連合大学院研究科棟及び静岡大学農学総合棟に掲示するとともに，岐阜大学のホームペ

ージ（http://www.gifu-u.ac.jp/）にも掲載する。また、合格者には 「合格通知書」，「入学承諾書

用紙」（該当者のみ）を送付する。 
 
 
１０．障害を有する入学志願者の事前相談について 

本研究科に入学を志願する者で、障害（次表参照）がある場合は、受験上及び修学上特別な配慮を 

必要とすることがあるので、あらかじめ本研究科と相談すること。 

区  分 障  害  の  程  度 

視 覚 障 害 者 

両眼の視力がおおむね 0.3 未満又は視力以外の障害が高度なもので、 

拡大鏡等を使用しても文字等を認識することが不可能又は著しく困難 

な程度のもの 

聴 覚 障 害 者 

両耳の聴力レベルがおおむね 60 デシベル以上のもので、補聴器等を 

使用しても通常の話し声を理解することが不可能又は著しく困難な程 

度のもの 

肢 体 不 自 由 者 

ア．肢体不自由の状態が、補装具を使用しても歩行等日常生活におけ 

る基本的な動作が不可能又は困難な程度のもの 

イ．前号の程度未満で、常時の医学的な観察指導を必要とする程度の 

もの 
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病 弱 者 

「身体虚弱者を含む」 

ア．疾患の状態（慢性の呼吸器系疾患等）が、継続して医療又は生活 

規制を必要とする程度のもの 

イ．身体虚弱の状態が、継続して生活規制を必要とする程度のもの 

＊学校教育法施行令第 22 条の 3 の規定に準拠した。 

 

(1) 相談時期 
相談の内容によっては、対応に時間がかかり、特別措置が講じられないこともあるので、出願期 

間の始期の数日前までに相談すること。 
(2) 相談方法 

下記事項を記載した書類（様式任意）を提出すること。 

① 志望の専攻名、連合講座名、主指導教員予定者名 

② 出身大学、学部、学科等の名称 

③ 障害の種類・程度（医師の診断書が必要な場合がある。） 

④ 受験上特別な配慮を希望する事項 

⑤ 修学上特別な配慮を希望する事 

⑥ 出身大学でとられていた特別措置 

⑦ 日常生活の状況 

 

 

１１．入学手続 

(1) 入学手続期間及び手続方法等 
平成 29 年 7 月中旬に「入学手続案内」を本人あて送付する。 

(2) 入学に要する経費は、免除とする。 
＊入学手続時には、学生教育研究災害傷害保険料等が必要となる。詳細については、合格者あて

に別途通知する。 
＊英語特別プログラム入試に不合格だが、推薦入試で合格して入学した学生は、入学料 282,000 
円（予定額）が必要である。 

 
 

１２．授業料 

授業料は免除とする。 
＊英語特別プログラム入試に不合格だが、推薦入試で合格して入学した学生は、授業料（半期分） 

267,900 円（年額 535,800 円）（予定額）が必要である。 
 

１３．注意事項 

(1) 出願にあたっては、事前に入学を希望する教育研究分野の主指導教員予定者と相談すること。 
(2) 出願書類は、出願書類受理後、いかなる理由があっても返還しない。出願書類の記載事項の変

更も認めない。 
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(3) 出願書類に虚偽の記載があった者は、入学許可後であっても入学の許可を取り消すことがある。 
 
 
１４．検定料について 

検定料は徴収しない。 
 

 
１５．個人情報の取扱いについて 

この出願書類に記載された氏名、住所等の個人情報は、本学における出願の事務処理、願書に不

備があった場合の連絡、試験の実施、合格発表、合格された場合の入学手続関係書類の送付等のた

めに利用し、その他の目的には利用しない。 
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前期 後期 前期 後期 前期 後期

総合農学ゼミナール 1 15 連続３日間集中 チームティーチング ◎

研究者倫理・職業倫理 0.5 8 担当教員

メンタルヘルス・フィジカルヘルス 0.5 8 担当教員

農学特別講義Ⅱ(英語) 1 15 遠隔 オムニバス ◎ ○ ○

科学英語ライティング 1 15 対面・遠隔 担当教員 ◎

農学特別講義Ⅰ(日本語) 1 15 遠隔 オムニバス ◎ ○ ○

農学特別講義Ⅲ 1 15 対面・遠隔 オムニバス

インターネットチュートリアル 1 15 インターネット 担当教員 ◎

研究インターンシップ 1 15 訪問 客員教授ほか

エンライトメント・レクチャー 1 15 対面 担当教員 ◎

ビジネス英語 2 30 対面 担当教員 ◎

アイデア・トレーニング・キャンプ 1 15 対面 担当教員 ◎

必修 植物生産管理学特別研究 6 90 対面・遠隔 主・第１副・第2副指導教員

植物生産管理学特別講義 1 15 対面・遠隔 主指導教員 ◎

植物生産管理学特別ゼミナール 1 15 対面・遠隔 第１副指導教員 ◎

植物生産管理学特別演習 1 15 対面・遠隔 第２副指導教員 ◎

必修 動物生産利用学特別研究 6 90 対面・遠隔 主・第１副・第2副指導教員

動物生産利用学特別講義 1 15 対面・遠隔 主指導教員 ◎

動物生産利用学特別ゼミナール 1 15 対面・遠隔 第１副指導教員 ◎

動物生産利用学特別演習 1 15 対面・遠隔 第２副指導教員 ◎

必修 環境整備学特別研究 6 90 対面・遠隔 主・第１副・第2副指導教員

環境整備学特別講義 1 15 対面・遠隔 主指導教員 ◎

環境整備学特別ゼミナール 1 15 対面・遠隔 第１副指導教員 ◎

環境整備学特別演習 1 15 対面・遠隔 第２副指導教員 ◎

必修 生物環境管理学特別研究 6 90 対面・遠隔 主・第１副・第2副指導教員

生物環境管理学特別講義 1 15 対面・遠隔 主指導教員 ◎

生物環境管理学特別ゼミナール 1 15 対面・遠隔 第１副指導教員 ◎

生物環境管理学特別演習 1 15 対面・遠隔 第２副指導教員 ◎

必修 生物資源利用学特別研究 6 90 対面・遠隔 主・第１副・第2副指導教員

生物資源利用学特別講義 1 15 対面・遠隔 主指導教員 ◎

生物資源利用学特別ゼミナール 1 15 対面・遠隔 第１副指導教員 ◎

生物資源利用学特別演習 1 15 対面・遠隔 第２副指導教員 ◎

必修 ｽﾏｰﾄﾏﾃﾘｱﾙ科学特別研究 6 90 対面・遠隔 主・第１副・第2副指導教員

ｽﾏｰﾄﾏﾃﾘｱﾙ科学特別講義 1 15 対面・遠隔 主指導教員 ◎

ｽﾏｰﾄﾏﾃﾘｱﾙ科学特別ゼミナール 1 15 対面・遠隔 第１副指導教員 ◎

ｽﾏｰﾄﾏﾃﾘｱﾙ科学特別演習 1 15 対面・遠隔 第２副指導教員 ◎

必修 生物機能制御学特別研究 6 90 対面・遠隔 主・第１副・第2副指導教員

生物機能制御学特別講義 1 15 対面・遠隔 主指導教員 ◎

生物機能制御学特別ゼミナール 1 15 対面・遠隔 第１副指導教員 ◎

生物機能制御学特別演習 1 15 対面・遠隔 第２副指導教員 ◎

・修了に必要な最低単位数は12単位（必修10単位，選択2単位）とする。
・選択Aおよび選択Bより、それぞれ1単位以上、履修しなけなければならない。
・各連合講座の特別講義・特別ゼミナール・特別演習は、学生の主・第１副・第２副指導教員の各々が開講する科目である。

岐阜大学大学院連合農学研究科(博士課程）教育課程表（英語特別プログラム）

科目
区分

専攻 連合講座
必修
選択

科目名 単位数 時間数 講義方式 担当教員
開講予定時期

１年次生 ２年次生 ３年次生

共　　　　　　通

連続２日間集中
◎

◎

植物生産管理学

通年

選択Ｂ

生
物
環
境
科
学

環境整備学

通年

選択Ｂ

生物環境管理学

通年

選択Ｂ

通年

選択Ｂ

生物機能制御学

通年

選択Ｂ

動物生産利用学

通年

選択Ｂ

必修

選択Ａ

随時開講

随時開講

イノベーション
創出人材養成プログラム

開講科目

専
門
科
目

生
物
生
産
科
学

　開講時期：　◎主開講時期、○受講可能時期

生
物
資
源
科
学

生物資源利用学

通年

選択Ｂ

ｽﾏｰﾄﾏﾃﾘｱﾙ科学
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ENGLISH PROGRAM FOR 
INTERNATIONAL STUDENTS 

FOR ADMISSION IN OCTOBER, 2017
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1. Overview 
We accept outstanding students from other countries to this program to cultivate leader of 

researchers in agricultural fields. In this program, all lectures will be given in English. 
International students are able to get required credits for completion without using Japanese. 
Students in this course will be exempted application fee, admission fee and tuition fee by taking the provided 

programs. 

 
 
2. Number of Students to be Admitted 

Course  Admission Quota 
Science of Biological Production a few 

Science of Biological Environment a few 

Science of Biological Resources a few 
* Applicants may apply for both of English Program for International Students and 

Admission on Recommendation. 
 

 

3. Admission Dates 
October 2017 

 

 

 

 

4. Qualifications for Application 
Applicants should meet both of the following A and B. 

 

 A:  Applicants should meet any one of the following qualifications. 

    ①Applicants who have completed the Special Program in the Graduate School of Applied Biological 

Sciences, Gifu University or who are prospected to complete this program by September 30, 2017.  

    ②Applicants who have completed the International Student English-based Courses in Graduate School of 

Integrated Science and Technology, Shizuoka University or who are prospected to complete this course 

by September 30, 2017. 

    ③Applicants who has been conferred a Master’s Degree in the graduate Schools at outside Japan. 

    ④Applicants who are prospected to be conferred a Master’s Degree in the graduate Schools at outside 

Japan by September 30, 2017. 
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 B:   Applicants should meet all of the following qualifications. 

a.  Applicants should be outstanding students with the ability to obtain a doctorate within three years of 

admission to the program. Students may either come from another country or currently reside in Japan, 

and will study in the program as international students. 

b.  Applicants should be recommended by the presidents or heads of universities, government and 

municipal offices, private companies, or other recognized institutions in outside Japan. 

c.  Applicants should be proficient in English. (TOEFL PBT: 520 points or more, TOEIC: 600 points or 

more, IELTS: 5 points or more) 

 

 

 

 

 

 

5. Application Procedure 
<Documents to be submitted> 
(1) Application for 

Admission 
(Form No. 1-4) 

 1 original 

(2) Curriculum vitae 
(Form No. 2) Print clearly on the curriculum vitae form (Form No. 2). 1 original 

(3) Academic record  
Official transcripts from the (a) university and (b) graduate 
school the applicant graduated from (issued by the university 
the applicant graduated from). 

(a) 1 original 
(b) 1 original 

(4) Official transcript 
copy Official transcript of TOEFL PBT, TOEIC, or IELTS. 1 copy 

(5) Photograph 
Attach 2 photographs (4cm long x 3cm wide, taken within 3 
months; facing forward with no hat) on the designated area of 
the application form and of the entrance examination card. 

2 photos 

(6) Certificate of 
Completion or 
Expected Completion 
of a Master’s Degree 

 1 original 

(7) Thesis for a Master’s 
Degree, etc. 
(Form No. 4: Cover 
sheet) 

A.  
Those who 
hold a 
Master’s 
degree 

(a) A copy of the Master’s thesis or a similar 
document 1 copy 

(b) Summary of Master’s thesis 
The summary should be written in about 2,000 
characters in Japanese or 1,200 words in 
English on A4 size paper. Use Form No. 4 as a 
cover. 

5 copies 
(1 original, 
4 copies 
acceptable) 
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B.  
Those who 
are expected 
to complete 
a Master’s 
Course 

(a) Research Progress Report (in about 10,000 
characters in Japanese or 6,000 words in 
English with charts and diagrams) 

1 copy 

(b) Summary of Research Progress 
The summary should be written in about 2,000 
characters in Japanese or 1,200 words in 
English on A4 size paper. Use Form No. 4 as a 
cover. 

5 copies 
(1 original,  
4 copies 
acceptable) 

(8) Statement of 
Research Plan  
(Form No. 5: Cover 
sheet) 

Specify the content and field of study on A4 size paper. The 
research plan should be written in about 2,000 characters in 
Japanese or 1,200 words in English. Use Form No. 5 as a cover. 

5 copies 
(1 original, 
4 copies) 

(9) Letter of 
Recommendation 
(Form No. 6) 

Submit a letter of recommendation written by the academic 
supervisor of your graduate school or by your supervisor at your 
company. Use Form No. 6. 

1 original 

(10) Letter of Consent 
for Application  

(Form No. 7) 
Submit a letter of consent for application written by the director 
or CEO of your company or the public office. Use Form No. 7. 1 original 

(11) Resident Record 
    or Passport copy 

International applicants must submit a copy of the Resident 
Record issued by the city/district/town in Japan in which the 
applicant’s status of residence is stated; or a copy of the 
Temporary Visitor’s Visa. If you don't have either of the above, 
submit a copy of your country's residence certificate or an 
equivalent document. 

1 photocopy 

(12) Prospective 
Academic 
Supervisors List 
Form  
(Form No. 11) 

Applicants must request to fill out this form to the primary 
academic supervisor you wish to study with in Japan.  
Use Form No. 11. 

1 original 

 
6. Period of Applications 
Monday, December 12, 2016 to Thursday, December 22, 2016 

Application documents may either be mailed or submitted in person. Office hours are Monday through Friday 

from 9am to 4pm (except for holidays). If the forms are mailed, use register express (kakitome sokutatsu). 
 
7. Method of Selection of Applicants 
Selection will be made by the results of oral examinations, transcripts, and other material of the applicant. 

・Oral examination 

The oral examination will mainly be centered on the applicant’s Master’s degree thesis or its substitute, and 

the statement of the applicant’s research plan at the United Graduate School. The examination will consist of 

30 minutes of presentation and 30 minutes of discussion. A computer projector and a Windows laptop 

computer with PowerPoint will be available for use.  
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8. Date and Venue of Examinations 
Time, date, and the place of the written and oral examinations are shown in the following table. 

Thursday, February 9, 2017 

Examination Time Venue 

Oral 9:00 - The United Graduate School, Gifu 
University 

 
 
9. Announcement of Successful Candidates 

Wednesday, February 22, 2017 12:00 - 

Examinee numbers of successful candidates will be posted 
on the announcement board of the United Graduate 
School of Agricultural Science, Gifu University, and the 
Faculty of Agriculture, Shizuoka University.  
It will also be posted on university website 
(http://www.gifu-u.ac.jp/). In addition, each successful 
candidate will be informed by mail. 

 
 
10. Preliminary Consultation for Applicants with Disabilities 
Special considerations may be necessary for challenged applicants (see the chart below). Such applicants 

require preliminary consultation with the Graduate School Office. 

Classification Degree of disability 

Visual disability 
Vision acuity in both eyes is less than the 0.3(20/60) level or visual disability other 
than eyesight is advanced. It is impossible or extremely difficult to recognize letters 
even with a magnifying glass. 

Hearing disability Hearing level in both ears is 60 decibels or higher. It is impossible or extremely 
difficult to understand a speaking voice even with hearing-aids. 

Physically challenged 

(a) It is impossible or extremely difficult to perform basic movements necessary for 
daily life including walking, even with adaptive equipment. 

(b) The level of physical challenges is milder than in (a) above, but regular medical 
guidance is needed. 

Prone to illness or weak 
(including physical 
weakness) 

(a) The level of illness including chronic respiratory disease requires regular medical 
guidance or some kind of restrictions in daily life. 

(b) The level of physical weakness requires restrictions in daily life. 

*Classification and degree of disablement are in conformity with Article 22-3 of the implementation order of 

School Education Law. 
 
(1) Consultation period 

Please contact us several days before the start of application period, or special measures cannot be taken, since 

some consultation may take more time than others. 
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(2) How to consult 

Submit a document containing the following items (any style is acceptable) : 

(a) Preferred major chair, course, and prospective advisor. 

(b) Name of the university, faculty, and department from which you are graduating. 

(c) Type and level of disability (a doctor’s statement may be necessary in some cases). 

(d) Preferred special considerations during examinations. 

(e) Preferred special considerations while being enrolled at this university. 

(f) Special considerations taken at the school from which you are graduating. 

(g) Situations in your daily life. 

 
 
11. Admission Procedures 
(1) Period and Method for Admission 

Guidebook for admission procedures will be sent to the successful candidate in mid- July, 2017.  

(2) Admission Fee 

 Admission fee is exempted. 
*Students who fail admission of special program for international students, but enroll by the 
admission on recommendation need to pay admission fee 282,000 yen (estimated). 
 

*Other than the admission fee, successful candidates are required to purchase “Personal Accident Insurance 

for Students Pursuing Education and Research (PAS)” and “Liability Insurance for Students Pursuing 

Education and Research (LSR)”. Further information will be notified to the candidates after being accepted 

to the program. 

*The admission fee is an estimate, and therefore if modified, the modified amount will be applied from then 

on. 

 

 

12. Tuition Fee 
Tuition fee is exempted 

 

*Students who fail admission of special program for international students, but enroll by the admission on 

recommendation need to pay tuition fee (half semester) 267,900 yen, (the annual amount 535,800 yen) 

(estimated). 

*The tuition fee is an estimate, and therefore if modified, the modified amount will be applied from then on. 

 
 

-12-



 

13. Important Notification 
(1) Applicants must contact the prospective primary academic supervisor of choice before applying to the 

program. 

(2) Submitted application forms will not be returned and any alteration of the forms will not be allowed. 

(3) Applicants must submit complete, accurate and authentic documents for application. To do otherwise may 

result in denial of admission. 

 
 
14. Application Fee 

 Application fee is exempted. 
 

 

15. Personal Information 
The information provided in the application, such as name, address, and other personal information will only 

be used by the United Graduate School of Agricultural Science, Gifu University Office for the purpose of 

processing applications and notifying successful applicants. 
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UGSAS-GU  
English 

Program 
for   

International 
Students 

The United Graduate School of Agricultural Science, Gifu University (UGSAS-GU) 
 

The UGSAS-GU has started “English Program for International Students” to develop the leader of researchers in 
agricultural field by accepting outstanding students from foreign countries.  

 
Who Can Apply 
Applicants should meet both of the following ,  and  
 

: Applicants should meet any one of the following qualifications 
 1. Applicants who have completed the Special Program in the 

Graduate School of Applied Biological Sciences , Gifu University  
or who are prospected to complete this program by September 
30, 2017 

 
 2. Applicants who have completed the International Student 

English-based Courses in Graduate School of Integrated 
Science and Technology, Shizuoka University or who are 
prospected to complete this program by September 30, 2017 

 
 3. Applicants who have been conferred a Master’s Degree in the 

graduate schools at outside Japan. 
 
 4. Applicants who are prospected to be conferred a Master’s Degree 

in the graduate schools at outside Japan by September 30, 2017 
 

: Applicants should meet all of the following qualifications 
 1. Applicants should be outstanding students with the ability to 

obtain a doctorate within three years of admission to the program.  
 
 2. Applicants should be recommended by the presidents or head of 

universities, municipal offices, private companies or other 
recognized institutions in outside Japan. 

 
 3. Applicants should be proficient in English  

(TOEFL PBT: 520 points or more, TOEIC: 600 points or more, 
IELTS: 5 points or more) 

 
: Applicants must contact the prospective primary academic 

supervisor of choice before applying to the program. 
   http://www1.gifu-u.ac.jp/~rendai/eng/graduate/advisers.html 

 
 

Application Period 
December 12 – 22, 2016 (4:00 p.m. JST) 
 
Interview Date 
February 9, 2017 
 
Interview Method 
1 hour interview (30-min. presentation + 30-min. Q&A)  
 
Notification of Successful Candidates 
February 22, 2017  

Financial Aid 
The students under the program can be financially supported 
by the UGSAS-GU with the estimated amount of 60,000 JPY 
as a research assistant fee. The students supported by any 
other scholarship or funds monthly with 100,000 JPY or more 
are not eligible to this financial support.   
 
Tuition fee and Other Expenses 
Exam fee, Entrance fee, and Tuition fee are waived. 
 
Travel fee and Other Expenses 
Airfares, Housing Rent, Insurances should be provided by the 
students themselves. 

 

Number of Students Accepted 
Science of Biological Production: A few  
Science of Biological Environment: A few  
Science of Biological Resources: A few  

Summary of Program 
(1) All courses are given in English 

 
(2) International students can get required credits for 

completion without using Japanese. 
 

(3) Exam fee, Entrance fee, and Tuition fee for 3 years are 
waived. 

Admission Dates 
October 1, 2017 
 

Contact 
For more information, please contact: 
Administrative Office 
The United Graduate School of Agricultural Science 
Gifu University 
renno@gifu-u.ac.jp 
http://www1.gifu-u.ac.jp/~rendai/eng/ 
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